
第 36回 中国 口四国地区社会教育研究大会広島大会開催要項

【大会ス回―ガン】「海のまちから 築 こう地域の和 ! つ なごう社会の輪 !」
近年,地 球規模の様々な課題が深刻化する中,「 持続可能な社会Jの 構築が求められていま抗 そのためには,

各個人が社会の陶す員 として,人 PHq 社会 環 境 経 済の人生を目指し,生 産 消 費や創造 刊 刊のバランス感党
を持ちながら,そ れぞれが社会で責任を果たし,社 会全体の活力を持続させようとする 「循環型社会Jへ の転換が
求められま抗 県や市lTl寸,関 係機関 団 体は,住 民が, 自らのニーズに応じた学習にJlnえ社会や地域の課題に関
する学習を主体的に行いぅ生確学習力の形成を区って行くことができるよう, より充実した学習機会の提供等を推
進していく必要があり,そ のことが,片 続可能な社会の構築に資するものと考えまi

こうした中,本大会では,「持続可能な社会の構築に向けたこれからの社会教育の在り力 iぺ究到適のもと,中
国 PE日各県の社会教育委員を始め,社 会教育関係者が一堂に会し,地 域の和が築かれ,輪 となつてつながる社会
を構築するための研究協議を深め,今後の社会教育の方向性を見いだし,社会教育活rllの充実j発展に役立てま汽

1 研 究主題   持 続可能な社会の構築に向けたこれからの社会教育の在り方
2 期   国    平 成 25年 11月 21日 (木)～ 22日 (金)
3 会   場    【 全体会】しまなみ交流錦 (尾道市東作‖所町 101)

【分科会】第1分科会 i尾道市民センターむ力村ヽしま封ヒホ‐レ促道市向鳥町55311)
しまなみ交流館 ホ ール (尾道市東納所町 101)

尾道市立,コ央図書館 視 聴覚ホール (尾道市東久保町 41)

向島公民館 大 研修室 (尾道市向島IHr 5531 1)

4 参 カロ者   中 国 四 国地区社会教育委員ぅ生涯学習振興 社 会教育行政関係職員サ社会教育関係
団体関係者,公 民館等関係者j学 校教育関係者,生 産学習 社 会教育に関心のある方

5 主   催    一 般仕団法人全国社会教育委員連合,中 国 四 日地区社会教育委員連絡協議会,
広島県社会教育委員連絡れ議会

6 共   催    広 島県教育委員会,尾 道市教育委員会
7 後   援    中 国 四 国地区各県教育委員会,広 島県,尾 道市ぅ広島県市長会,広 島県田r村会,

広1烏県公民館連合会
8 参 カロ費    3,000円 (資料昨ヽ 等)
9  日    程
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月 21日 (木)
00  受 付
30  開 会行事

開会のことば 広 島県社会教育委員連絡協議会国会長
主催 者 挨 拶 中 国 四 国地区社会教育委員連絡協議会長

一般社団法人全国社会教育委員連合会長

来 賓 祝 辞 広 島県知事

欲 迎 の言 葉 尾 道市長
00  記 念講演

演題 !「尾道の伝統文化とその継承J

講師 !広島大学大学院文学研究科教授 三 浦 正 幸
30 ア トラクション

尾道ベンチヤ~太 鼓
45  昼 食 移 動
30  分 科会



分科会 研究主題 事例発表者 助言者 司会者

1 社会教育

委員の活

動

持続可能な社会

の構築に向けた

社会教育委員の

活動の在り方

津山市社会教育委員

国米 ま ゆみ

り去筋 1離 員会議

議長

小回  長

島根大学

生   推 進センター

教授

仲野

罰 |1県教育委員会

tlFt学習 文 化財課

教育主事

小西 崇 夫

2 →浄七電 ラ烹 「E

地域の

連携

持続可能な学校

家庭 地 域の

進紡 あ力の在 り

方

伯者町教育委員会
地域コーディネーター

福日 明 真
学校コーディネーター

米国 述 史

友和小学校区学校支援
地域本部
友和つ子見守り隊
地域コーディネーター

大野 宣 江
高橋  宏

山田大学

大学Hjl究推進機構

教授

長畑

高知県教育委員会

生涯学習課

の 旦当‐ フ

末  節 子

3 家庭教育

支援

持続可能な家庭

教育支援の在 り

方

NPO法 人 HomoLudeに

PLOW LANDばらうら方ノD
相談支援専門員

山下 か のう

府中町社会教育委員
米国 珠 美

府中町教育委員会
社会教育課
主任

幅野 得恵

香)大 学教育学部

教授

時 71 晴美

教育委員

橋本 易 子

4 人lE教育

の推進

人FF部丘の理念

に基づいた持続

可能な社会の構

築の在 り方

西条市立飯岡小学校

校長

木村 留 里子

庄原市教育委員会

生涯学習課社会教台係

係長

才木 雅仁

四国大学

准教授

藤本 幸
一

鳥取市社会教育委員

森口 孝 明

【2 日目】1 1 月2 2 日( 金)
930～ 1010  分 科会報告

1010～ 1い40  ハ ネルディスカッション

研究テーマ 「持続可能な社会の構築に向けたこれからの社会教育の在り方J
コーディネーター 広 島県生lL学習推進マネージャー (広島経済大学准教授)志 々田 まなみ
パネツスト    松 山市生石公民館館長            角 田 敏 郎

府中町学校支援地域本部ヨーディネーター   中 村 由 利江
NPO法 人おのみち寺子屋理事長       1市 本 和 彦
NPO法 人ひろしまジン大学学長       平 尾 "員平

11:40～12:00  閉 会行事

大会宣言採択   広 島県社会教育委員連絡協議会副会長

次年度開催県挨拶 徳 島県社会教育委員連絡協議会長

FT3会のことば   広 島県社会教育委員連絡協議会副1会長     ト



参 加 申 込 概 要

【参加申込及び参加経費の支払いについて】
1 参 カロ希望者は,参カロ申込書に必要事項を記入の上,各 市町村教育委員会へ 9月 27日 (金)ま でにお申し
込みください。

2 市 町村教育委員会は,参 カロ申込書を取 りまとめ,各 県社会教育委員連絡協議会 (以下,「県社教連Jと い う)
へ, 10月 4日 (金)ま でに提出してください。

3 各 県社教連は,ま とめた申込書を 10月 11日 (金)ま でに,近 畿 日本ツーリス ト中国四国広島支店へ梶

出してください。

4 近 畿 日本ツー リス ト中国四国広島支店は,各 県   か ら提出のあった参カロ申込書をまとめ,全 体会参加

証サ分科会参加n4L,宿泊確認書,弁 当引替証を請求書とともに各県社教速ヘー精送付します。

5 各 県社教連は,近議日本ツー リス ト中国四国広島支店から送付された請求書と各チケットの内容を確認 し,

参加経費を 11月 5日 (火)ま でに,銀行振込で近議日本ツー リス ト中国四国広島支店へ支払つてください。
6 近 幾日本ツー リス トⅢ国四国広島支店は,参 力日経費の振込を確認後,各 県社教進へ領収書を送付 します。

【11月 21日 (本)の 昼食弁当について】

会場)司辺は食事箇所が限られていますので弁当のお申込みをお勧めします。弁当の当日販売はいたしません
ので,参 加申込書でお中込みください。

【会場案内について】

別紙 「会場案内図Jを 御覧ください。

【宿泊について】
1 宿 泊lFl扱期間   平 成25年 11月 20日 (水)11月 21日 (木)
2 宿 yH代金     1泊 HR食付,Tjl金 サ ービス料込のお一人様の料金

は' 御 希望のホテルは申し込み先岩順に宿泊青J付をさせていただきます。

0 御 希望のホテルが満室の場合は,他 のホテルに変更させていただきます。

尾道地区の本テルが満室の場合は,三 原駅前地区になる場合もございますので,予 めね了承 ください。
13)尾 道地区ほシングルが少ないためツイン ・トブプル ・和堂をできるだけ御利用 くださいますよう御機力を

お願い申し上げます。

(4)=を 庄草される方は,上 記料金 とは別に駐車料金が必要となる場合がございますので,詳 細は各ホテルに
お問合せ ください。

N o ホテル名 音帳 タイプ 宿泊料金 申込記号 アクセス

1
グ リー ン とル ホテル尾道

T E L ( 0 8 4 8 ) 2 4 - 0 1 0 0

シ ン グ ル 9 , 0 0 0円 l S

尾週駅より徒歩2分
ツ  イ   ン 9 , 0 0 0 円 l T

2
尾道 国際 ホテル

駈 ( 0 8 4 8 ) 2 5 - 5 9 3 1

シ ン グ ル 8 , 5 0 0 円 2 S

より徒歩2 0分

より車で5分

ツ  イ   ン 8 , 5 0 0 円 2T

ト リ プ  ル 7 , 5 0 0 円 2 P

和室 (4名 ) 7 , 5 0 0円 2W

3
尾道 ロイヤル ホテル

T E t ( 0 8 4 8 ) 2 3 - 2 1 1 1

シ ン グ ル 8 , 0 0 0 円 3 S

より徒歩 1 0 分
ツ  イ   ン 8 , 0 0 0 円 3T

4
尾道第一ホテル

位 ( 0 8 4 8 ) 2 3 - 4 5 6 7

シ ン グ ル 7 , 5 0 0円 4 S

尾遣駅よりち捗 5分
ツ イ  ン 7 , 0 0 0 円 4T

ト リ プ  ル 6 , 8 0 0円 4 P

和室 (3名 ) 6 , 8 0 0 円 4M′

5
ホテルアル ファーフン尾道

TEL(0848)25-5600
シ ン グ ル 7 , 5 0 0 円 5 S より徒歩5分

6
尾道 ピュウホテルセイザン

血 (0848)23-3313
シ ン グ ル 8 , 5 0 0 日 6 S より徒歩 10分

7 三原駅前地 区のホテル シ ン グ ル 7 , 0 0 0円 7 S よりJR13分



取消 日 7 日 前 ～ 2 日 前 前  日 当  日 当日無連絡

宿泊取泊料金 2 0 % 3 0 % 5 0 % 1 0 0 %

取消 日 前 日1 7 時 まで 前 日17時 以降

弁 当取消料金 無  料 1 0 0 %

大会参加費は納入後の返金はいたしません。大会資料と報告書は,各 県社教連事務局へ送付いたします。

注)御 返金は1大 会終了後に指定の日座にお振込いた します。 (振込手数料はお客様負担)

【変更 ・取消について】

○ 変 更 取 消は必ずFA Xに て近畿 日本ツー リス ト中国四国広島支店へ御連絡 ください。

O お 電話ではお受けできませんので御了永ください。

③ 取 消の場合は下rj Bの取消料を申し受けますので,予 め往‖了承願います。

【個人情報について】

お中込みの除に御提出いただいた個人情報について,お 客様 との連絡や宿泊機関等の手配の

ために利用させていただくほか,必 要な範囲内にて当該機関等に提供いたします。

■個人情報の取扱しHこ関する詳しい方針については 近 能日本ツーリス ト中国四回のホームページで御確認ください。

《参加申込み手続きの流れ》

参加申込書提出締切日

参加者 沖 込割

9月27日 は9

咋 会 【申込割

10月  4日  に勘

各的 局【申込割

10月 11日 にD

近畿 日本ツー リス ト中国四国広島支店

参加証等の配布と参加費の支払い

近畿日本ツーツスト中国四国広島詢古【    豹 臨芸算】

10月 25日 頃 (※)

各県社教喜事務局 修劫田費】

1 1 月  5 日 鉄 )

近畿日本ツーリスト中国四国広島力言【側文割

各的 局

※ 各 県社教直銅知司は,近畿日本ツーリスト中国四国広島力古から

送付さ加ブラ劫「購 劾  『者判B布してくださ▼、

《大会内容に関する問い合わせ先》

第36回 中国 四 国地区社会教育研究大会広島大会実行委員会事務局

〒730-8514       中 区麹打9辺  広 島県教育委員会事勅局教育罰玲牌報 課内 佃当 :吉岡j翻

T比:082-513-5912 F4X982-212-3331 E llail gakusyuOpref hiroshi防 lg jp

《参加申込 ・宿泊 ・弁当に関する問い合わせ先》

l■d近畿日本ツーリス ト中国四国 広 島支店

『第 36回 中国 ・四国地区社会教育研究大会』 担 当 中 野/山 崎
〒73000 1 6  広島県広島市中区暇町 13-14  新 広島ビル 8F

T E L : 0 8 2 - 2 2 1 - フ 0 3 1      F A X 1 0 8 2 - 2 2 1 - 7 0 3 9

E―mail : nakano0702670kntos co 」p

営業時間 :平 日 9: 0 0～1 7 : 4 5 (上 ・日 ・祝 日休業)
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